
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂、および遷移金属酸化物と二酸化ケイ素の
アモルファス多孔質混合物

バインダー樹脂が繊維に固着されていることを特徴とする消臭繊維。
【請求項２】
水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂、および遷移金属酸化物と二酸化ケイ素の
アモルファス多孔質混合物

バインダー樹脂とを含有する処理液を繊維に付与し、しかる後に熱処理して反応さ
せることを特徴とする繊維の消臭加工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、アンモニア，硫化水素，アミン類，メルカプタン類などの生活悪臭や、アルデ
ヒド類，酢酸などのタバコ臭に対し、洗濯耐久性の優れた消臭繊維に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より消臭繊維製品としては、消臭性能を有する物質（以下消臭性物質という。）を内
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、並びにポリアクリル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリ塩化
ビニル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂及びポリ酢酸ビニル系樹脂からなる群より選
ばれた

、並びにポリアクリル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリ塩化
ビニル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂及びポリ酢酸ビニル系樹脂からなる群より選
ばれた



部に練り込んだ合成繊維からなる製品や、消臭性物質を繊維表面に樹脂により固着したも
のや、消臭性物質を繊維に直接吸着させたものなどが種々商品化されている。
また繊維製品の消臭加工方法として、例えば特開昭６３－１３５５１２号公報には、合成
繊維の紡糸段階で消臭性物質を合成繊維に練り込む方法が開示されており、特開平２－２
８９１４８号公報には、後加工の段階で消臭性物質を樹脂と共に繊維表面にコーティング
する方法が開示されている。
しかしこれらの公報で用いられている消臭性物質は、日常生活において存在する悪臭成分
のうち、アンモニア，硫化水素，トリメチルアミン等の悪臭成分に対しては消臭効果があ
るが、タバコ臭の大きな構成要素の１つでアルアセトアルデヒド等のアルデヒド類に対し
て消臭効果がないという問題がある。
【０００３】
タバコ臭に対して洗濯耐久性のある消臭加工方法として、例えば特開平９－７８４５２号
公報には、ヒドラジド化合物と多官能性モノマーとの架橋対を繊維表面に固着させる方法
や、特開平９－２８７７８号公報には、分子内に第一級アミノ基を有する化合物および珪
酸マグネシウム質粘土鉱物からなる消臭剤を樹脂を用いて繊維表面に固着させる方法が開
示されている。
しかしこれらの方法では、硫化水素に対する消臭効果がなく、またタバコ臭の消臭効果も
十分でなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、このような現状を鑑みて行われたもので、アンモニア，硫化水素，アミン類，
メルカプタン類などの生活悪臭や、アルデヒド類，酢酸などのタバコ臭に対し、優れた消
臭性能を有しかつ洗濯耐久性の良好な消臭繊維を提供することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上述の課題を解決するもので、次の構成よりなるものである。
　すなわち、本発明は、水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂、および遷移金属
酸化物と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物

バインダー樹脂が繊維に固着されていることを特徴とする
消臭繊維および水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂、ならびに遷移金属酸化物
と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物

バインダー樹脂とを含有する処理液を繊維に付与し、しかる後に
熱処理して反応させることを特徴とする繊維の消臭加工方法を要旨とするものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明で用いる水溶性ヒドラジン誘導体とは、分子の末端にヒドラジル基を有する化合物
であって、好ましくは２つ以上のヒドラジル基を有する化合物であり、水に可溶のもので
ある。具体的には、マロン酸ジヒドラジド、グルタル酸ジヒドラジド、カーボジドヒドラ
ジド、アジピン酸ジヒドラジド等を挙げることができる。
水溶性ヒドラジン誘導体は、繊維重量に対して０．５～２０重量％の範囲で用いるのが適
当であり、水溶性ヒドラジン誘導体がこれよりも少ないと、十分な消臭性が得られず、ま
た多すぎると使用量に見合う消臭効果が得られず経済的なロスが大きい。
【０００７】
本発明で用いる水溶性エポキシ樹脂とは、分子の末端にグリシジル基を有する化合物であ
って、好ましくは２つ以上のグリシジル基を有する化合物であり、水に可溶のものである
。具体的には、ソルビトールポリグリシジルエーテル、ソルビタンポリグリシジルエーテ
ル、グリセロールポリグリシジルエーテル、ポリグリセロールポリグリシジルエーテル、
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、並びにポリアクリル系樹脂、ポリウ
レタン系樹脂、ポリ塩化ビニル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂及びポリ酢酸ビニル
系樹脂からなる群より選ばれた

、並びにポリアクリル系樹脂、ポリウレタン
系樹脂、ポリ塩化ビニル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂及びポリ酢酸ビニル系樹脂
からなる群より選ばれた



ポリエチレングリコールジグリシジルエーテル、ジエチレングリコールジグリシジルエー
テル、ポリプロピレングリコールジグリシジルエーテル等を挙げることができる。
水溶性エポキシ樹脂は、繊維重量に対して０．５～３０重量％の範囲で用いるのが適当で
ある。水溶性エポキシ樹脂がこれよりも少ないと、十分なバインダー効果が得られず、ま
た多すぎると使用量に見合う性能が得られず経済的なロスが大きい。
【０００８】
また、水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂の使用割合については、モル濃度比
で１：０．５～１：２、より好ましくは１：０．６～１：１．８の範囲で用いるのがよい
。水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂の使用割合を上記の範囲以外で使用する
と、反応染料、スレン染料、分散染料、カチオン染料等の各種染色品の耐光堅牢度が低下
するので好ましくない。
【０００９】
本発明で用いる遷移金属酸化物とは、３Ａ～２Ｂ族の元素の酸化物で、鉄、コバルト、ニ
ッケル、銅、亜鉛、銀等の酸化物が挙げられ、着色性の点から、より好ましくは酸化亜鉛
を用いるのがよい。
【００１０】
本発明では上述の遷移金属酸化物と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物を用いる。
混合物は遷移金属酸化物と二酸化ケイ素をアモルファス状態に均一に混合したものがよく
、さらに粒子が細かいほど、表面積が大きくなって消臭効率が良く、消臭速度も速くなり
、また繊維への接着性が向上し、風合いが柔らかくなるので、平均粒子径が５μｍ以下、
より好ましくは３μｍ以下がよい。
遷移金属酸化物と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物は、繊維重量に対して０．１
～５重量％の範囲で用いるのが適当である。混合物がこれよりも少ないと十分な消臭効果
が得られず、多すぎると、使用量に見合う消臭効果が得られず、風合いが硬化する。
【００１１】
本発明で用いるバインダー樹脂として、ポリアクリル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリ
塩化ビニル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂、ポリ酢酸ビニル系樹脂等を挙げること
ができ、被膜強度、造膜性、遷移金属酸化物と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物
と繊維との接着性が良好であれば、いずれのバインダー樹脂を用いてもよい。
バインダー樹脂は、繊維重量に対して１～１０重量％の範囲で用いるのが適当である。バ
インダー樹脂がこれよりも少ないと十分な皮膜形成が得られず十分な消臭効果が得られず
、多すぎると、風合いが硬化する。
【００１２】
本発明で用いることができる繊維としては、木綿、麻等の天然セルロース系繊維、レーヨ
ン、ポリノジック等の再生セルロース繊維、溶剤紡糸レーヨン等や、絹、羊毛、アンゴラ
、モヘヤ、カシミヤ等の蛋白質繊維、ポリエステル系、ポリアミド系、アクリル系、ポリ
プロピレン、ポリエチレン、ポリビニルアルコール、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデ
ン、ポリウレタン等の合成繊維繊維等が挙げることができ、これらの繊維を２つ以上組み
合わせて用いたものでもよい。
これらの繊維の形状は、長繊維、短繊維いずれでも良く、繊維の形態も綿状、糸状、織編
物等の布帛状、不織布、縫製品状等のいかなる形態でもよい。
【００１３】
本発明の消臭繊維は、上述の水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂と遷移金属酸
化物と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物とバインダー樹脂を含む処理液を繊維に
付与し、しかる後乾燥、熱処理する方法により得ることができる。
繊維への付与の方法としては、綿状、糸状、布帛状、繊維の形態に応じてそれぞれ公知の
方法で付与すればよく、例えば布帛状の繊維に対してはパディング法で行えばよい。
次いで、乾燥、熱処理を行う。乾燥は、８０～１３０℃で、０．５～５分間行い、熱処理
は、１１０～２００℃、好ましくは１１０～１８０℃で、０．５～５分間行う。
本発明は、以上の構成を有するものである。

10

20

30

40

50

(3) JP 3990028 B2 2007.10.10



【００１４】
【作用】
本発明のごとく、水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂と遷移金属酸化物と二酸
化ケイ素のアモルファス多孔質混合物とバインダー樹脂とを含有する処理液を繊維に付与
し、しかる後に熱処理して反応させると、アンモニア，硫化水素，アミン類，メルカプタ
ン類などの生活悪臭や、アルデヒド類，酢酸などのタバコ臭に対し、洗濯耐久性のある優
れた消臭性能を繊維に付与することができるのか、その理由は必ずしも明確ではないが、
本発明者は次のように推測している。
【００１５】
水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂が熱処理により、ヒドラジン誘導体のヒド
ラジル基の末端アミノ基とエポキシ樹脂の末端グリシジル基との反応が生じると同時に、
エポキシ樹脂のグリシジル基が繊維の官能基の水酸基、アミノ基、カルボキシル基等と反
応する。
この反応系において残存したヒドラジル基が塩基性、還元性物質との反応性を有するため
、アルデヒド類等のタバコの臭いに対して消臭効果を発現するようになる。
【００１６】
また遷移金属酸化物と二酸化ケイ素のアモルファス多孔質混合物とバインダー樹脂とを併
用することにより、アンモニア，硫化水素，アミン類，メルカプタン類などの生活悪臭に
対して消臭効果を発現し、さらにアモルファス多孔質混合物が、水溶性ヒドラジン誘導体
のヒドラジル基と水溶性エポキシ樹脂のグリシジル基と錯体を形成し、触媒的機能を有す
るようになるので、タバコの臭い成分の一つである硫化水素等の極性ガスをイオン吸着し
、また、極性のない物質は物理吸着して、触媒的機能により臭い分子を分解する。
【００１７】
上述のように、水溶性ヒドラジン誘導体と水溶性エポキシ樹脂と遷移金属酸化物と二酸化
ケイ素のアモルファス多孔質混合物とバインダー樹脂が、熱処理により縮合反応および錯
体反応し繊維と架橋しているので、タバコの臭いや生活悪臭に対して顕著な消臭効果を有
し、しかも洗濯耐久性が良好であると考えられる。
【００１８】
【実施例】
次に、繊維が布帛形態の場合の実施例を挙げて、本発明をさらに具体的に説明するが、実
施例における布帛の性能の測定評価は、下記の方法により行った。
消臭性
加工上がり及び家庭洗濯（ＪＩＳ－Ｌ０２１７，１０３法）２０回後の試料、ウール１０
０％素材は商業ドライクリーニング１０回後の試料について測定を行った。
【００１９】
(1)ガス検知管法
▲１▼消臭性
容量５リットルのポリフッ化エチレン製の袋内に、それぞれ１０ｃｍ×１０ｃｍにサンプ
リングした試料と、所定の初期濃度（アセトアルデヒドの場合１００ｐｐｍ，アンモニア
の場合９００ｐｐｍ，硫化水素の場合１００ｐｐｍ，酢酸の場合１００ｐｐｍ）のガス６
００ミリリットルとを封入し、室温で３時間放置後のガス濃度をガス検知管（光明理化学
工業株式会社製）により測定し、これを濃度Ａとする。　次にブランクと比較するために
、別の容量５リットルのポリフッ化エチレン製袋内に同一濃度の同一ガス６００ミリリッ
トルのみを封入し、室温で３時間放置後のガス濃度をガス検知管により測定し、これを濃
度Ｂとする。脱臭率を次式により算出する。
脱臭率（％）＝（濃度Ｂ－濃度Ａ）／濃度Ｂ×１００
▲２▼消臭性能の繰り返し耐久性
同一の試料を用いて▲１▼の試験を１０回連続して繰り返し行い、１０回目の脱臭率を算
出して、消臭性能の繰り返し耐久性を評価する。
▲３▼消臭性能の回復性
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▲２▼の試験を実施した試料を、２４時間清浄な雰囲気下で放置した後、再度▲１▼の試
験を行い、消臭性能の回復性を評価する。
【００２０】
(2)官能試験法
３００ｃｃの三角フラスコ２個にタバコ（ＪＴ製、マイルドセブン１本）の副流煙をそれ
ぞれ３秒間採取する。この三角フラスコ内にそれぞれ１０ｃｍ×１０ｃｍにサンプリング
した本発明の加工上がり試料と比較用の未加工試料をすばやく入れ、密栓して１５分間放
置する。試料を取り出し、外気に約２時間放置した後の試料に付着した臭気を比較する。
○；臭いがほとんどしない
△；やや臭いがする
×；臭いが強い
【００２１】
実施例１
　通常の方法で糊抜き、精練、漂白された綿１００％の織物（経糸３０／１、緯糸３０／
１、経糸密度１１５本／吋、緯糸密度５５本／吋、目付２４０ｇ／ｍ２）を用意した。
　この綿織物に、下記処方１の処理液を、パディング法によりピックアップ７０％で付与
後、１００℃で２分間乾燥し、続いて１５０℃で３分間熱処理して、本発明の加工織物を
得た。
処方１
　アジピン酸ジヒドラジド  　３重量％
　デナコールＥＸ－８５１  　３重量％
　  （ナガセ化成工業株式会社製エポキシ樹脂）
　酸化亜鉛： ＝１：１のアモルファス 混合物　２重量％
　スーパーフレックス  Ｅ２０００　  ５重量％
　  （第一工業製薬株式会社製、ウレタン樹脂）
比較例１
　本発明との比較のため、実施例１の処方１において酸化亜鉛： ＝１：１ア
モルファス 混合物とスーパーフレックス　Ｅ２０００を除く他は、実施例１と同一
の方法により比較例１の加工織物を得た。
比較例２
　実施例１の処方１において酸化亜鉛： ＝１：１アモルファス 混合物
の代わりに珪酸マグネシウム（試薬）を用いた他は、実施例１と同一の方法により比較例
２の加工織物を得た。
比較例３
　加工前の未加工布帛を比較に供した。
　本発明および比較用の加工織物の消臭性能をガス検知管法および官能試験により測定・
評価し、その結果を合わせて表１に示し
【表１】
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【００２２】
表１より明らかなように、本発明の加工織物は、アセトアルデヒド、アンモニア、硫化水
素、酢酸およびタバコ臭の官能試験に対して、非常に優れた消臭効果を示し、かつ消臭性
能の繰り返し耐久性や回復性にも優れ、またそれらの洗濯耐久性にも優れていた。
【００２３】
実施例２
　通常の方法で前準備工程を行った羊毛１００％トロピカル（経糸２／６０、緯糸２／６
０、目付２５０ｇ／ｍ２）を用意した。
　この羊毛織物に実施例１の処方１の処理液を、パディング法によりピックアップ６５％
で付与し、１００℃で２分間乾燥し、続いて、１５０℃で３分間熱処理して、本発明の加
工織物を得た。
比較例４
　本発明との比較のため、実施例２で用いた実施例１の処方１に示す処理液において、酸
化亜鉛： ＝１：１アモルファス 混合物とスーパーフレックス　Ｅ２０
００を除く他は、実施例２と同一の方法により比較例４の加工織物を得た。
比較例５
　本発明との比較のため、実施例２で用いた実施例１の処方１に示す処理液において、酸
化亜鉛： ＝１：１アモルファス 混合物の代わりに珪酸マグネシウム（
試薬）を用いた他は、実施例２と同一の方法により比較例５の加工織物を得た。
比較例６
　加工前の未加工布帛を比較に供した。
　本発明および比較用の加工織物の消臭性能をガス検知管法および官能試験により測定・
評価し、その結果を合わせて表２に示した。
【００２４】
【表２】
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【００２５】
表２より明らかなように、本発明の加工織物は、アセトアルデヒド、アンモニア、硫化水
素、酢酸およびタバコ臭の官能試験に対して、非常に優れた消臭効果を示し、かつ消臭性
能の繰り返し耐久性や回復性にも優れ、またそれらの洗濯耐久性にも優れていた。
【００２６】
実施例３
　通常の方法で精練されたポリエステル１００％よりなる織物（経糸１５０ｄ／４８ｆ、
緯糸１５０ｄ／４８ｆ、経糸密度１１０本／吋、緯糸密度５５本／吋、目付２００ｇ／ｍ
２）を用意した。
　このポリエステル織物に実施例１の処方１の処理液を、パディング法によりピックアッ
プ５０％で付与し、１００℃で２分間乾燥し、続いて、１５０℃で３分間熱処理して、本
発明の加工織物を得た。
比較例７
　本発明との比較のため、実施例３で用いた実施例１の処方１に示す処理液において、酸
化亜鉛： ＝１：１アモルファス 混合物とスーパーフレックス　Ｅ２０
００を除く他は、実施例３と同一の方法により比較例７の加工織物を得た。
比較例８
　本発明との比較のため、実施例３で用いた実施例１の処方１に示す処理液において、酸
化亜鉛： ＝１：１アモルファス 混合物の代わりに珪酸マグネシウム（
試薬）を用いた他は、実施例３と同一の方法により比較例８の加工織物を得た。
比較例９
　加工前の未加工布帛を比較に供した。
　本発明および比較用の加工織物の消臭性能をガス検知管法および官能試験により測定・
評価し、その結果を合わせて表３に示した。
【００２７】
【表３】
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【００２８】
表３より明らかなように、本発明の加工織物は、アセトアルデヒド、アンモニア、硫化水
素、酢酸およびタバコ臭の官能試験に対して、非常に優れた消臭効果を示し、かつ消臭性
能の繰り返し耐久性や回復性にも優れ、またそれらの洗濯耐久性にも優れていた。
【００２９】
【発明の効果】
本発明によれば、生活悪臭とタバコの臭いに対して、洗濯耐久性の良好な消臭繊維性能を
有した消臭繊維および繊維の消臭加工方法を提供することができる。
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